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(57)【要約】
【課題】追尾の対称となる被写体を的確に認識する。
【解決手段】被写体枠設定処理部２４は、画像に写され
ている被写体を検出する被写体検出器を動作させること
により画像から検出された被写体の所定範囲を囲う被写
体枠を設定する。そして、追尾被写体認識部２５は、画
像の状況に応じて、または、撮像モードに応じて、被写
体枠よりも広い範囲のタッチ許容枠を設定し、ユーザに
よりタッチされた画像上の指定位置がタッチ検出部２３
により検出されると、タッチ許容枠と指定位置とに基づ
いて、追尾の対象となる被写体を認識する。本発明は、
例えば、デジタルカメラに適用できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を動作させることにより前記画像か
ら検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体枠を設定する被写体枠設定手段と、
　前記画像の状況に応じて、前記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定する許容枠設定
手段と、
　ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出する位置検出手段と、
　前記許容枠設定手段により設定された前記許容枠と前記位置検出手段により検出された
前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する認識手段と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　前記被写体枠設定手段は、複数種類の前記被写体をそれぞれ検出可能な複数の被写体検
出器を有しており、前記認識手段により追尾の対象となる被写体を認識することができな
かった場合、動作させていた前記被写体検出器以外の被写体検出器の動作を開始させて他
の種類の前記被写体を検出させる
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記許容枠設定手段は、前記画像に写されている前記被写体の大きさに応じて、前記被
写体枠に対する前記許容枠の大きさを設定する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記許容枠設定手段は、前記画像に写されている前記被写体の種類に応じて、前記被写
体枠に対する前記許容枠の間隔を設定する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記許容枠設定手段は、前記画像に写されている前記被写体の動きに応じて、前記被写
体枠に対する前記許容枠の間隔を調整する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を動作させることにより前記画像か
ら検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体枠を設定し、
　前記画像の状況に応じて、前記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定し、
　ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出し、
　前記許容枠と前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する
　ステップを含む画像処理方法。
【請求項７】
　画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を動作させることにより前記画像か
ら検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体枠を設定する被写体枠設定手段と、
　所定の被写体に適した撮像条件で撮像を行うために設定される撮像モードに応じて、前
記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定する許容枠設定手段と、
　ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出する位置検出手段と、
　前記許容枠設定手段により設定された前記許容枠と前記位置検出手段により検出された
前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する認識手段と
　を備える画像処理装置。
【請求項８】
　前記被写体枠設定手段は、複数種類の前記被写体をそれぞれ検出可能な複数の被写体検
出器を有しており、前記認識手段により追尾の対象となる被写体を認識することができな
かった場合、動作させていた前記被写体検出器以外の被写体検出器の動作を開始させて他
の種類の前記被写体を検出させる
　請求項７に記載の画像処理装置。
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【請求項９】
　前記許容枠設定手段は、前記画像に複数種類の前記被写体が写されているとき、現在設
定されている撮像モードに適合する被写体の前記許容枠を、その撮像モードに適合しない
被写体の前記許容枠よりも大きく設定する
　請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を動作させることにより前記画像か
ら検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体枠を設定し、
　所定の被写体に適した撮像条件で撮像を行うために設定される撮像モードに応じて、前
記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定し、
　ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出し、
　前記許容枠と前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する
　ステップを含む画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および画像処理方法に関し、特に、追尾の対称となる被写体を
的確に認識することができるようにした画像処理装置および画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラなど（以下、適宜、デジタルカメ
ラと称する）には、ユーザが選択した特定の人物の顔や、顔以外の物体などの被写体を追
尾する機能が搭載されている。そして、追尾している被写体の位置の状態に応じてデジタ
ルカメラの各種パラメータ（例えば、フォーカスや明るさなど）が最適となるように維持
し続けることができる。
【０００３】
　ユーザが、デジタルカメラで撮像されている被写体を選択する方法としては、タッチパ
ネルに表示されている被写体をタッチすることにより選択する方法や、予め被写体を画角
に合わせるためのガイド枠を利用して選択する方法などがある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、ユーザが、顔以外の被写体を追尾させたいときに、その被写
体を検出することができる専用のモードとなるように操作して、物体追尾機能を有効にす
る撮像装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１０１１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来のデジタルカメラでは、ユーザが、追尾の対称となる被写体を正確に指
定することができなければ、ユーザの意図した被写体を的確に認識することが困難であっ
た。
【０００７】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、追尾の対称となる被写体を的
確に認識することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の側面の画像処理装置は、画像に写されている被写体を検出する被写体検
出器を動作させることにより前記画像から検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体
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枠を設定する被写体枠設定手段と、前記画像の状況に応じて、前記被写体枠よりも広い範
囲の許容枠を設定する許容枠設定手段と、ユーザにより指定された画像上の指定位置を検
出する位置検出手段と、前記許容枠設定手段により設定された前記許容枠と前記位置検出
手段により検出された前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する認
識手段とを備える。
【０００９】
　本発明の第１の側面の画像処理方法は、画像に写されている被写体を検出する被写体検
出器を動作させることにより前記画像から検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体
枠を設定し、前記画像の状況に応じて、前記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定し、
ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出し、前記許容枠と前記指定位置とに基づ
いて、追尾の対象となる被写体を認識するステップを含む。
【００１０】
　本発明の第１の側面においては、画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を
動作させることにより画像から検出された被写体の所定範囲を囲う被写体枠が設定され、
画像の状況に応じて、被写体枠よりも広い範囲の許容枠が設定される。そして、ユーザに
より指定された画像上の指定位置が検出され、許容枠と指定位置とに基づいて、追尾の対
象となる被写体が認識される。
【００１１】
　本発明の第２の側面の画像処理装置は、画像に写されている被写体を検出する被写体検
出器を動作させることにより前記画像から検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体
枠を設定する被写体枠設定手段と、所定の被写体に適した撮像条件で撮像を行うために設
定される撮像モードに応じて、前記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定する許容枠設
定手段と、ユーザにより指定された画像上の指定位置を検出する位置検出手段と、前記許
容枠設定手段により設定された前記許容枠と前記位置検出手段により検出された前記指定
位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体を認識する認識手段とを備える。
【００１２】
　本発明の第２の側面の画像処理方法は、画像に写されている被写体を検出する被写体検
出器を動作させることにより前記画像から検出された前記被写体の所定範囲を囲う被写体
枠を設定し、所定の被写体に適した撮像条件で撮像を行うために設定される撮像モードに
応じて、前記被写体枠よりも広い範囲の許容枠を設定し、ユーザにより指定された画像上
の指定位置を検出し、前記許容枠と前記指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体
を認識するステップを含む。
【００１３】
　本発明の第２の側面においては、画像に写されている被写体を検出する被写体検出器を
動作させることにより画像から検出された被写体の所定範囲を囲う被写体枠が設定され、
所定の被写体に適した撮像条件で撮像を行うために設定される撮像モードに応じて、被写
体枠よりも広い範囲の許容枠が設定される。そして、ユーザにより指定された画像上の指
定位置が検出され、許容枠と指定位置とに基づいて、追尾の対象となる被写体が認識され
る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の第１および第２の側面によれば、追尾の対称となる被写体を的確に認識するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明を適用したデジタルカメラの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【図２】撮像モードが人物モードであるときの画面例を示す図である。
【図３】撮像モードがペットモードであるときの画面例を示す図である。
【図４】撮像モードがペットモードであるときの他の画面例を示す図である。
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【図５】撮像モードに応じたタッチ許容枠の設定例を示す図である。
【図６】被写体の大きさ応じたタッチ許容枠の設定例を示す図である。
【図７】被写体の動きに応じたタッチ許容枠の設定例を示す図である。
【図８】被写体の動きに応じたタッチ許容枠の設定例を示す図である。
【図９】追尾被写体認識部の構成例を示すブロック図である。
【図１０】被写体の追尾を開始する処理を説明するフローチャートである。
【図１１】タッチ許容枠設定処理を説明するフローチャートである。
【図１２】撮像モードに応じて追尾被写体が認識される例を説明する図である。
【図１３】本発明を適用したコンピュータの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００１７】
　図１は、本発明を適用したデジタルカメラの一実施の形態の構成例を示すブロック図で
ある。
【００１８】
　図１において、デジタルカメラ１１は、レンズ１２、撮像部１３、表示部１４、外部I/
F（Interface）１５、および画像処理部１６を備えて構成される。
【００１９】
　レンズ１２は、例えば、ズーム機能などを備えた複数枚のレンズ群により構成されてお
り、被写体からの光を集光して、撮像部１３が有する撮像素子の撮像面に、被写体の像を
結像する。撮像部１３は、例えば、CCD（Charge Coupled Device）や、CMOS(Complementa
ry Metal Oxide Semiconductor)センサなどで構成され、被写体の像を撮像し、その撮像
によって得られる画像を画像処理部１６に出力する。
【００２０】
　表示部１４は、LCD（Liquid Crystal Display）や有機EL（Electro Luminescence）デ
ィスプレイなどで構成され、撮像部１３で撮像され、画像処理部１６において画像処理が
施されて出力される画像、例えば、被写体が被写体枠で囲われた画像を表示する。外部I/
F１５は、画像処理部１６から出力される画像を、例えば、図示しない外部ディスプレイ
の出力するための端子などで構成される。
【００２１】
　画像処理部１６は、撮像部１３により撮像された画像に対して画像処理を施し、その画
像を表示部１４および外部I/F１５に出力する。画像処理部１６は、例えば、画像に写さ
れている被写体（例えば、顔）を検出して、その被写体の所定範囲を囲う被写体枠を画像
に合成する画像処理を行う。また、画像処理部１６は、任意の被写体がユーザにより選択
されると、その被写体を追尾する被写体追尾処理を行い、追尾の対称となった被写体（以
下、適宜、追尾被写体と称する）を撮像するのに最適となるように各種のパラメータを調
整する処理を行う。
【００２２】
　画像処理部１６は、画像メモリ２１、モード設定部２２、タッチ検出部２３、被写体枠
設定処理部２４、追尾被写体認識部２５、検出器切り替え部２６、および被写体追尾処理
部２７を備えて構成される。
【００２３】
　画像メモリ２１には、撮像部１３により撮像された画像のデータが順次供給され、画像
メモリ２１は、供給される画像のデータを順次記憶する。
【００２４】
　モード設定部２２は、ユーザにより指定された撮像モードで使用される各種のパラメー
タを設定する。デジタルカメラ１１は、例えば、人物の撮像に適した撮像条件で撮像が行
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われる人物モードや、動物の撮像に適した撮像条件で撮像が行われるペットモードなどの
各種の撮像モードを備えている。また、モード設定部２２において設定される撮像モード
は、被写体枠設定処理部２４および追尾被写体認識部２５が行う処理において参照される
。
【００２５】
　タッチ検出部２３は、表示部１４の画面に重畳するように実装されているタッチパネル
（図示せず）からの信号に基づいて、ユーザが表示部１４の画面をタッチすると、そのタ
ッチされた位置（指定位置）を検出する。そして、タッチ検出部２３は、タッチ位置を示
す情報を追尾被写体認識部２５に供給する。
【００２６】
　被写体枠設定処理部２４は、画像に写されている被写体を検出する複数の検出器を有し
ており、それらの検出器により検出された被写体の所定範囲を囲う大きさの被写体枠を設
定する被写体枠設定処理を行う。例えば、図１に示すように、被写体枠設定処理部２４は
、顔検出器２８－１および動物検出器２８－２を有しており、顔検出器２８－１により検
出された人物の顔や、動物検出器２８－２により検出された動物の顔などに対して被写体
枠を設定する。また、被写体枠設定処理部２４により設定された被写体枠は、画像に合成
されて表示部１４に表示される。
【００２７】
　追尾被写体認識部２５は、ユーザがタッチしたタッチ位置を示す情報がタッチ検出部２
３から供給されると、被写体枠設定処理部２４により設定されている被写体枠に基づいて
追尾被写体を認識する。例えば、追尾被写体認識部２５は、ユーザがタッチしたタッチ位
置が被写体枠の内側であれば、その被写体枠が設定されている被写体を追尾被写体として
認識する。そして、追尾被写体認識部２５は、追尾被写体を認識する事ができた場合、追
尾被写体を特定する情報を検出器切り替え部２６に供給する。
【００２８】
　検出器切り替え部２６は、追尾被写体認識部２５から追尾被写体を特定する情報が供給
されると、追尾被写体認識部２５を介して、被写体枠設定処理部２４が追尾被写体の検出
に用いた検出器を認識する。そして、検出器切り替え部２６は、追尾被写体を特定する情
報を被写体追尾処理部２７に供給するとともに、被写体追尾処理部２７が被写体追尾処理
で使用する検出器を、追尾被写体の検出に用いた検出器に切り替える処理を行う。
【００２９】
　被写体追尾処理部２７は、検出器切り替え部２６により切り替えられた検出器を使用し
て、追尾被写体を特定する情報で特定される追尾被写体を追尾する被写体追尾処理を開始
する。これにより、被写体追尾処理部２７は、追尾被写体に適合した検出器で被写体追尾
処理を実行することができる。
【００３０】
　また、追尾被写体を特定する情報には、例えば、追尾被写体の位置を示す情報や追尾被
写体の色および輝度を示す情報などが含まれている。被写体追尾処理部２７は、画像メモ
リ２１に次の画像のデータが記憶されると、その前の画像で特定された追尾被写体の位置
近辺の所定領域における追尾被写体の色および輝度に近い領域を、次の画像から検出して
追尾被写体を特定する。そして、被写体追尾処理部２７は、その画像で特定された追尾被
写体の位置、並びに、追尾被写体の色および輝度に基づいて、画像メモリ２１に順次記憶
される画像から追尾被写体を特定すること繰り返して行う。このように被写体追尾処理が
行われ、被写体追尾処理部２７は、追尾被写体を撮像するのに最適となるように各種のパ
ラメータを調整する。
【００３１】
　このように、デジタルカメラ１１では、ユーザが表示部１４の画面をタッチすることに
より、追尾の対称となった被写体が認識され、その被写体を追尾する被写体追尾処理が行
われる。
【００３２】
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　ここで、例えば、複数の被写体が写されている画像に対して複数の被写体枠が設定され
ている場合に、ユーザがタッチしたタッチ位置が、いずれの被写体枠の内側でない場合、
追尾被写体認識部２５は、追尾被写体を認識することができない。この場合、追尾被写体
認識部２５は、モード設定部２２に設定されている撮像モードを参照して追尾被写体を認
識することができる。
【００３３】
　図２および図３を参照して、追尾被写体認識部２５が撮像モードを参照して追尾被写体
を認識する処理について説明する。
【００３４】
　図２には、撮像モードとして人物モードが設定されているときの表示部１４の画面Ｐ１
１乃至Ｐ１３が示されており、図３には、撮像モードとしてペットモードが設定されてい
るときの表示部１４の画面Ｐ１４乃至１６が示されている。また、デジタルカメラ１１で
は、被写体枠設定処理部２４において顔検出器２８－１が常に動作しているものとする。
【００３５】
　図２に示すように、撮像モードが人物モードであるとき、表示部１４の画面Ｐ１１乃至
Ｐ１３には、人物を示すアイコンとともに「人物モード」と表示される。そして、画面Ｐ
１１に示すように被写体として、二人の子供と犬が撮像されると、被写体枠設定処理部２
４は、顔検出器２８－１により検出された二人の子供の顔に被写体枠を設定する。これに
より、画面Ｐ１２に示すように、二人の子供の顔に対して設定された被写体枠Ｆ１１およ
びＦ１２が表示される。
【００３６】
　ここで、ユーザが表示部１４の画面をタッチした位置が、画面Ｐ１２に示されている指
マークの先端のように、被写体枠Ｆ１１の外側近傍であり、かつ、犬の近傍であったとす
る。この場合、追尾被写体認識部２５は、撮像モードが人物モードであることから、被写
体枠Ｆ１１の外側であっても、ユーザが追尾の対称としたい被写体は人物であると推測し
、被写体枠Ｆ１１が設定されている子供の顔を追尾被写体として認識する。これにより、
画面Ｐ１３に示すように、追尾被写体用の被写体枠Ｆ１１’が表示される。追尾被写体用
の被写体枠Ｆ１１’は、追尾の対称として認識される前の被写体枠Ｆ１１から、色や大き
さなどが変更されて表示される。
【００３７】
　一方、図３に示すように、撮像モードがペットモードであるとき、表示部１４の画面Ｐ
１４乃至１６には、動物を示すアイコンとともに「ペットモード」と表示される。画面Ｐ
１４には、図２の画面Ｐ１１と同一の構図の画像が表示されており、画面Ｐ１５に示すよ
うに、被写体枠Ｆ１１の外側近傍であり、かつ、犬の近傍の箇所（図２の画面Ｐ１２と同
一箇所）をユーザがタッチしたとする。
【００３８】
　この場合、追尾被写体認識部２５は、撮像モードがペットモードであることから、被写
体枠Ｆ１１の外側近傍であっても、ユーザが追尾の対称としたい被写体は子供ではなく動
物であると推測し、犬を追尾被写体として認識する。これにより、画面Ｐ１６に示すよう
に、犬の顔の所定領域を囲う追尾被写体用の被写体枠Ｆ１３’が表示される。
【００３９】
　なお、撮像モードがペットモードであるときには、顔検出器２８－１と動物検出器２８
－２との両方が同時に動作している。このように、デジタルカメラ１１において複数の検
出器が同時に動作している場合、それぞれの検出器により検出された被写体に対して被写
体枠を表示することができる。
【００４０】
　即ち、図４に示すように、撮像モードとしてペットモードが設定されているときの表示
部１４の画面Ｐ１５’には、子供の顔と同様に、犬の顔にも被写体枠を表示することがで
きる。
【００４１】
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　ところで、追尾被写体認識部２５が、ユーザが表示部１４の画面をタッチした位置が、
被写体枠の外側近傍であると判断するためには、その近傍を規定する領域を決める必要が
ある。この領域としては、被写体枠に対して一定の間隔で広い枠を固定的に設定する他、
例えば、撮像対象や撮像モードなどに応じて、間隔が変更される枠を設定してもよい。こ
のように、ユーザが表示部１４の画面をタッチした位置が被写体枠の外側であっても、そ
の被写体枠が設定されている被写体をユーザがタッチしたとして許容する枠を、以下、適
宜、タッチ許容枠と称する。
【００４２】
　例えば、図５には、撮像モードとして人物モードが設定されているときの表示部１４の
画面Ｐ１７、および、撮像モードとしてペットモードが設定されているときの表示部１４
の画面Ｐ１８が示されている。
【００４３】
　画面Ｐ１７およびＰ１８は、人物と犬とが撮像されており、同一の構図である。また、
画面Ｐ１７およびＰ１８において、人物の顔に対する被写体枠Ｆ１４と、犬の顔に対する
被写体枠Ｆ１５とは、同一の箇所に設定されている。また、画面Ｐ１７およびＰ１８では
、被写体枠Ｆ１４に対するタッチ許容枠Ｆ１６と、被写体枠Ｆ１５に対するタッチ許容枠
Ｆ１７とが破線で示されている。なお、タッチ許容枠Ｆ１６および１７は、説明の為に図
示されており、表示部１４には表示されない。
【００４４】
　画面Ｐ１７に示すように、撮像モードが人物モードである場合には、撮像が優先される
被写体が人物であるため、その撮像モードに適合する被写体である人物の顔の被写体枠Ｆ
１４に設定されるタッチ許容枠Ｆ１６は、犬の顔の被写体枠Ｆ１５に設定されるタッチ許
容枠Ｆ１７よりも大きく設定される。
【００４５】
　一方、画面Ｐ１８に示すように、撮像モードがペットモードである場合には、撮像が優
先される被写体が動物であるため、その撮像モードに適合する被写体である犬の顔の被写
体枠Ｆ１５に設定されるタッチ許容枠Ｆ１７は、人物の顔の被写体枠Ｆ１４に設定される
タッチ許容枠Ｆ１６よりも大きく設定される。
【００４６】
　このように、デジタルカメラ１１は、撮像モードに応じた大きさのタッチ許容枠を設定
することで、ユーザのタッチが被写体から離れていても、ユーザの選択意図を推定して、
その意図に沿った被写体を追尾被写体として認識することができる。
【００４７】
　また、画面Ｐ１７に示すように、被写体である人物に対しては、被写体枠Ｆ１４に対す
るタッチ許容枠Ｆ１６の間隔は、被写体枠Ｆ１４に対する上側、右側、および左側の間隔
よりも、被写体枠Ｆ１４に対する下側の間隔が広くなるように設定される。これは、例え
ば、被写体が人物である場合には、被写体枠（顔枠）の下側には、その人物の胴体が写さ
れていることが多いためである。このように、被写体枠Ｆ１４に対するタッチ許容枠Ｆ１
６の下側の間隔を広く設けることにより、画像に写されている人物の胴体をタッチしたと
きにも、その人物を追尾被写体とすることができる。
【００４８】
　また、画面Ｐ１７に示すように、被写体が動物である場合には、被写体枠Ｆ１５に対し
て等間隔となるように、タッチ許容枠Ｆ１７が設定される。このように、デジタルカメラ
１１では、被写体の種類に応じたタッチ許容枠の大きさ、具体的には、被写体を検出した
検出器の種類に応じたタッチ許容枠の大きさが予め設定されている。
【００４９】
　さらに、被写体枠の大きさは、画像に写されている被写体の大きさに応じて調整され、
タッチ許容枠の大きさは、被写体枠の大きさに応じて調整される。
【００５０】
　即ち、図６に示すように、被写体Ａが被写体Ｂよりも大きく写されている場合、被写体
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Ａに設定される被写体枠Ｆ１８は、被写体Ｂに設定される被写体枠Ｆ２０よりも大きく設
定される。また、被写体Ａに設定されるタッチ許容枠Ｆ１９も、被写体Ｂに設定されるタ
ッチ許容枠Ｆ２１よりも大きく設定される。
【００５１】
　また、タッチ許容枠Ｆ１９は、被写体Ａの胴体を含むように、被写体枠Ｆ１８に対する
タッチ許容枠Ｆ１９の下側の間隔（マージン）が、上側、右側、および左側の間隔よりも
広く設定される。同様に、タッチ許容枠Ｆ２１は、被写体Ｂの胴体を含むように、被写体
枠Ｆ２０に対して下側の間隔が広く設定される。
【００５２】
　さらに、被写体枠に対するタッチ許容枠の間隔は、被写体の状況（シーン）に応じて、
例えば、被写体の動きに応じて調整してもよい。
【００５３】
　即ち、図７に示すように、被写体Ａが一人で写されているときに、被写体Ｂが被写体Ａ
の左側から被写体Ａに近づいてくる動きが検出されると、被写体Ａに設定されているタッ
チ許容枠Ｆ１９の左側（被写体Ｂ側）の間隔が狭くなるように調整される。その後、被写
体Ｂが被写体Ａから離れる動きが検出されると、タッチ許容枠Ｆ１９は、元の間隔に戻る
ように調整される。なお、図７には表されていないが、被写体Ｂに設定されているタッチ
許容枠Ｆ２１の被写体Ａ側の間隔も、被写体Ｂが被写体Ａに近づくと狭くなるように調整
され、被写体Ｂが被写体Ａから離れると元の間隔に戻るように調整される。
【００５４】
　また、例えば、図８に示すように、被写体Ａが一人で写されているときに、被写体Ｂが
被写体Ａの左側から被写体Ａに近づいてくる動きと、被写体Ｃが被写体Ａの右側から被写
体Ａに近づいてくる動きとが検出されたとする。この場合、被写体Ａに設定されているタ
ッチ許容枠Ｆ１９の両側の間隔が狭くなるように調整される。その後、被写体ＢおよびＣ
が被写体Ａから離れる動きが検出されると、タッチ許容枠Ｆ１９は、元の間隔に戻るよう
に調整される。なお、被写体Ｂに設定されているタッチ許容枠Ｆ２１および被写体Ｃに設
定されているタッチ許容枠Ｆ２３についても、被写体ＢおよびＣの動きに応じて調整され
る。
【００５５】
　図５乃至８を参照して説明したように、被写体枠よりも広い範囲を囲うようにタッチ許
容枠が設定され、撮像モードおよび撮像シーン（被写体の大きさや、種類、動きなど）に
よって、タッチ許容枠の大きさが調整される。
【００５６】
　次に、図９は、タッチ許容枠を設定する追尾被写体認識部２５の構成例を示すブロック
図である。
【００５７】
　図９において、追尾被写体認識部２５は、記憶部３１、動き検出部３２、タッチ許容枠
設定処理部３３、タッチ判定部３４、および認識部３５を備えて構成される。
【００５８】
　記憶部３１には、被写体枠設定処理部２４が設定した被写体枠に関する情報が供給され
、記憶部３１は、所定の期間、被写体枠に関する情報を記憶する。被写体枠に関する情報
には、被写体枠の位置および大きさを示す情報や、被写体を検出した検出器の種類を示す
情報が含まれる。
【００５９】
　動き検出部３２は、記憶部３１に記憶されている被写体枠に関する情報に基づいて、所
定の期間における被写体枠の位置の変化を求めることにより、被写体の動きを検出する。
【００６０】
　タッチ許容枠設定処理部３３は、モード設定部２２に設定されている撮像モード、およ
び、記憶部３１に記憶されている被写体枠に関する情報に基づいて、被写体枠に対してタ
ッチ許容枠を設定する。また、タッチ許容枠設定処理部３３は、動き検出部３２により検
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出された被写体の動きに基づいて、設定したタッチ許容枠の大きさを調整する。
【００６１】
　タッチ判定部３４は、タッチ検出部２３からユーザがタッチしたタッチ位置を示す情報
が供給されると、タッチ位置が、タッチ許容枠設定処理部３３により設定されているタッ
チ許容枠の範囲内か否かを判定する。そして、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内である
と判定された場合、タッチ判定部３４は、そのタッチ許容枠が設定されている被写体を追
尾被写体として決定し、認識部３５に通知する。
【００６２】
　なお、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内でないと判定された場合、タッチ判定部３４
は、被写体枠設定処理部２４に対して他の検出器を動作させる。例えば、顔検出器２８－
１のみが動作しているときに、ユーザが人物以外の被写体、例えば、動物をタッチしたと
する。このとき、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内でないと判定されるが、被写体枠設
定処理部２４で動物検出器２８－２を動作させることにより、ユーザによりタッチされた
動物を検出することができ、その動物を追尾被写体として認識することができる。
【００６３】
　認識部３５は、タッチ判定部３４から追尾被写体が通知されると、その追尾被写体を認
識して、追尾被写体を特定する情報を出力する。
【００６４】
　次に、図１０は、デジタルカメラ１１が被写体の追尾を開始する処理を説明するフロー
チャートである。
【００６５】
　例えば、デジタルカメラ１１が起動して撮像部１３による撮像が開始されると処理が開
始され、ステップＳ１１において、被写体枠設定処理部２４は、顔検出器２８－１の動作
を開始する。そして、被写体枠設定処理部２４は、画像メモリ２１に記憶されている画像
から検出される人物の顔に対して被写体枠（顔枠）を設定する被写体枠設定処理を開始し
、処理はステップＳ１２に進む。
【００６６】
　ステップＳ１２において、タッチ検出部２３は、表示部１４のタッチパネルからの信号
に基づいて、ユーザが表示部１４の画面をタッチしたか否かを判定する。そして、タッチ
検出部２３が、ユーザが表示部１４の画面をタッチしたと判定するまで処理が待機され、
ユーザが表示部１４の画面をタッチしたと判定されると、処理はステップＳ１３に進む。
【００６７】
　ステップＳ１３において、タッチ検出部２３は、ユーザがタッチしたタッチ位置を示す
情報（座標）を追尾被写体認識部２５に出力し、追尾被写体認識部２５は、タッチ位置を
取得する。
【００６８】
　ステップＳ１３の処理後、処理はステップＳ１４に進み、タッチ許容枠設定処理（後述
する図１１を参照）が行われ、被写体枠に対してタッチ許容枠が設定される。タッチ許容
枠設定処理の処理後、処理はステップＳ１５に進む。
【００６９】
　ステップＳ１５において、追尾被写体認識部２５では、ステップＳ１３で取得したタッ
チ位置に基づいて、タッチ判定部３４が、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内であるか否
かを判定する。
【００７０】
　ステップＳ１５において、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内でない（範囲外である）
と判定された場合、処理はステップＳ１６に進み、タッチ判定部３４は、被写体枠設定処
理部２４が有する全ての検出器が動作しているか否かを判定する。
【００７１】
　ステップＳ１６において、被写体枠設定処理部２４が有する全ての検出器が動作してい
ないと判定された場合、処理はステップＳ１７に進む。
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【００７２】
　ステップＳ１７において、タッチ判定部３４は、被写体枠設定処理部２４に対して、動
作している検出器以外の他の検出器を動作するように要求する。これに応じて、被写体枠
設定処理部２４は他の検出器の動作を開始し、処理はステップＳ１４に戻り、以下、同様
の処理が繰り返される。即ち、動作を開始した検出器により被写体の検出が行われ、被写
体が新たに検出されると被写体枠が設定されて、その被写体枠に対してタッチ許容枠が新
たに設定される。
【００７３】
　一方、ステップＳ１６において、被写体枠設定処理部２４が有する全ての検出器が動作
していると判定された場合、処理はステップＳ１６に戻り、以下、同様の処理が繰り返さ
れる。即ち、この場合、ユーザのタッチに対して追尾被写体を認識することができず、新
たなタッチが検出されるのを待機する。なお、この場合、追尾被写体を認識することがで
きなかった旨を表示部１４に表示してもよい。
【００７４】
　一方、ステップＳ１５において、タッチ位置がタッチ許容枠の範囲内であると判定され
た場合、処理はステップＳ１８に進む。
【００７５】
　ステップＳ１８において、認識部３５は、タッチ位置が範囲内とされたタッチ許容枠の
設定されている被写体を追尾被写体として認識し、その被写体に設定されている被写体枠
内の色および輝度を取得する。そして、認識部３５は、追尾被写体の位置を示す情報や追
尾被写体の色および輝度を示す情報などが含まれる、追尾被写体を特定する情報を検出器
切り替え部２６に供給する。
【００７６】
　ステップＳ１８の処理後、処理はステップＳ１９に進み、検出器切り替え部２６は、追
尾被写体を検出した検出器を認識し、その検出器を被写体追尾処理で使用するように被写
体追尾処理部２７に対して検出器を切り替える処理を行う。また、検出器切り替え部２６
は、追尾被写体を特定する情報を被写体追尾処理部２７に供給し、処理はステップＳ２０
に進む。
【００７７】
　ステップＳ２０において、被写体追尾処理部２７は、ステップＳ１８で切り替えられた
検出器を使用し、追尾被写体を特定する情報に基づいて、追尾被写体を追尾する被写体追
尾処理を開始する。ステップＳ２０の処理後、処理はステップＳ１２に戻り、ユーザが次
の被写体をタッチするまで処理が待機され、以下、同様の処理が繰り返される。
【００７８】
　以上のように、デジタルカメラ１１では、タッチ許容枠の内側の領域がタッチされたと
きに、そのタッチ許容枠が設定されている被写体が追尾被写体として認識されるので、ユ
ーザのタッチ位置が被写体枠外であったとしても、被写体を的確に認識することができる
。
【００７９】
　また、ユーザがタッチした位置がタッチ許容枠の範囲外であった場合、他の検出器を動
作させることにより、ユーザが追尾の対称としたい被写体を検出するための検出器が動作
していなかったとしても、その被写体を検出することができる。これにより、追尾の対象
とする被写体を設定する際に、ユーザの使い勝手を向上させることができる。
【００８０】
　即ち、撮像モードが人物モードであり顔検出器２８－１しか動作していない場合に、ユ
ーザが表示部１４に表示されている動物をタッチしたとき、自動的に、動物検出器２８－
２の動作が開始されて、その動物が追尾被写体として認識される。このように、ユーザが
、撮像モードを動物モードに切り替えるような手間をかけることなく、動物を追尾被写体
として被写体追尾処理を開始することができる。
【００８１】
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　また、このように複数の検出器を動作させて追尾被写体を認識して被写体追尾処理が開
始されたとき、検出器切り替え部２６は、追尾被写体を検出に用いられた検出器以外の検
出器の動作を停止させることができる。これにより、画像処理部１６において実行される
処理を減らすことができ、例えば、電力の使用を抑制することができる。
【００８２】
　次に、図１１は、図１０のステップＳ１４におけるタッチ許容枠設定処理を説明するフ
ローチャートである。
【００８３】
　ステップＳ３１において、タッチ許容枠設定処理部３３は、タッチ判定部３４がタッチ
位置を取得したタイミングで表示部１４に表示されていた被写体枠に関する情報を、記憶
部３１から読み出して取得する。
【００８４】
　ステップＳ３１の処理後、処理はステップＳ３２に進み、タッチ許容枠設定処理部３３
は、モード設定部２２を参照し、現在設定されている撮像モードを取得し、処理はステッ
プＳ３３に進む。
【００８５】
　ステップＳ３３において、タッチ許容枠設定処理部３３は、ステップＳ３１で取得した
被写体枠に関する情報に基づいて、被写体枠が設定されている被写体の種類を認識する。
そして、タッチ許容枠設定処理部３３は、その認識した被写体の種類と、ステップＳ３２
で取得した撮像モードとに基づいて、予め登録されている基準となる大きさで、被写体枠
に対してタッチ許容枠を設定する。
【００８６】
　ここで、タッチ許容枠設定処理部３３には、被写体枠の大きさに対するタッチ許容枠の
基準となる大きさが予め登録されている。また、被写体枠に対するタッチ許容枠の大きさ
は、図５を参照して説明したように、撮像モードごとに被写体の種類に応じて異なってお
り、タッチ許容枠設定処理部３３には、被写体枠に対するタッチ許容枠の基準となる大き
さが撮像モードごとに登録されている。
【００８７】
　ステップＳ３３の処理後、処理はステップＳ３４に進み、タッチ許容枠設定処理部３３
は、動き検出部３２を参照して、被写体の動きを取得し、ステップＳ３５において、基準
となる大きさで設定したタッチ許容枠を調整する必要があるか否かを判定する。
【００８８】
　上述の図７および図８を参照して説明したように、被写体どうしが近づくような動きが
検出された場合、それぞれの被写体の相手側となるタッチ許容枠の被写体枠に対する間隔
が狭くなるように、タッチ許容枠が調整される。また、近接していた被写体どうしが離れ
るような動きが検出された場合、狭められていた間隔が広がるように、タッチ許容枠が調
整される。従って、タッチ許容枠設定処理部３３は、このような被写体の動きが検出され
た場合、タッチ許容枠を調整する必要があると判定する。
【００８９】
　ステップＳ３５において、タッチ許容枠を調整する必要があると判定された場合、処理
はステップＳ３６に進み、タッチ許容枠設定処理部３３は、被写体の動きに応じてタッチ
許容枠を調整し、処理は終了する。
【００９０】
　一方、ステップＳ３５において、タッチ許容枠を調整する必要がないと判定された場合
、処理はステップＳ３６をスキップして終了する。
【００９１】
　以上のように、タッチ許容枠設定処理部３３は、撮像モードに応じてタッチ許容枠の大
きさを設定しているので、それぞれの撮像モードで優先して撮像される被写体を優先的に
追尾被写体として認識することができる。
【００９２】
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　また、タッチ許容枠設定処理部３３は、撮像シーン（即ち、撮像された画像の状況）に
応じて、具体的には、画像に写されている被写体の特徴（種類や大きさなど）や、被写体
どうしの動きなどに応じて、タッチ許容枠を調整している。これにより、それぞれの撮像
シーンに適合する被写体を優先的に追尾被写体として認識することができる。
【００９３】
　このように、撮像モードおよび撮像シーンによって適切なタッチ許容枠が設定されるの
で、ユーザが追尾の対称としたい被写体を的確に認識することができる。
【００９４】
　また、被写体が移動している場合には、ユーザがタッチした位置と、被写体が写されて
いる位置とが一致しないことがあり、ユーザの意図とは異なる被写体が追尾被写体として
認識されて被写体追尾処理が行われることがある。これに対し、デジタルカメラ１１では
、タッチ許容枠の範囲を被写体の動きに応じて変更するので、ユーザの意図とは異なる被
写体が追尾被写体として認識されることを回避することができ、ユーザが正しい被写体を
選択するために複数回タッチを繰り返すこともない。即ち、容易な操作で被写体を的確に
選択することができるので、ユーザの負担を軽減することができる。
【００９５】
　なお、デジタルカメラ１１は、上述した人物モードおよびペットモード以外の撮像モー
ドを備えており、被写体枠設定処理部２４および追尾被写体認識部２５は、それらの撮像
モードで撮像を優先する被写体に被写体枠およびタッチ許容枠を設定することができる。
例えば、デジタルカメラ１１は、子供の撮像に適した撮像条件で撮像が行われる子供優先
モードや、大人の撮像に適した撮像条件で撮像が行われる大人優先モードなどを備えてい
る。
【００９６】
　図１２には、撮像モードとして子供優先モードが設定されているときの表示部１４の画
面Ｐ１９、および、撮像モードとして大人優先モードが設定されているときの表示部１４
の画面Ｐ２０が示されている。
【００９７】
　画面Ｐ１９およびＰ２０は、二人の子供および一人の大人が写された同一の構図であり
、被写体枠Ｆ２４およびＦ２５が子供の顔に表示され、被写体枠Ｆ２６が大人の顔に表示
されている。このような画面Ｐ１９およびＰ２０に対して、ユーザが表示部１４の画面を
タッチした位置が、画面Ｐ１９およびＰ２０に示されている指マークの先端のように、被
写体枠Ｆ２５とＦ２６との間であったとする。
【００９８】
　この場合、撮影モードが子供優先モードであれば、被写体枠Ｆ２５が設定されている子
供が追尾被写体として認識され、撮影モードが大人優先モードであれば、被写体枠Ｆ２６
が設定されている大人が追尾被写体として認識される。このように、デジタルカメラ１１
では、ユーザのタッチ位置が被写体枠Ｆ２５とＦ２６との間であっても、撮像モードを参
照することによりユーザの意図を推定して、的確に追尾被写体を認識することができる。
【００９９】
　また、デジタルカメラ１１は、水中モードや、料理モード、草花モードなどの撮像モー
ドを備えており、それぞれの撮像モードに適した被写体に対して被写体枠が設定され、タ
ッチ許容枠が調整される。即ち、被写体枠設定処理部２４は、図１に示した顔検出器２８
－１および動物検出器２８－２以外に、魚検出器や、料理検出器、草花検出器などを備え
ることができる。動物検出器２８－２として、犬顔検出器や猫顔検出器を有していてもよ
い。また、デジタルカメラ１１は、撮像モードとして、風景モードや夜景モードなどを備
えていてもよい。
【０１００】
　なお、これらの撮像モードは、ユーザがデジタルカメラ１１を操作することにより設定
される他、デジタルカメラ１１において画像を解析することで、撮像状況に応じて最適な
撮像が行われるように自動的に設定されるようにすることができる。
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【０１０１】
　また、本実施の形態においては、顔検出器２８－１が常に動作しているものとして説明
したが、このように検出器が定常的に動作していなくてもよく、ユーザがタッチする前に
、表示部１４に被写体枠が表示されていない状態であってもよい。即ち、ユーザがタッチ
したタイミングで検出器の動作が開始されるようにしてもよい。
【０１０２】
　なお、本実施の形態においては、ユーザが表示部１４の画面をタッチすることにより追
尾したい被写体を選択しているが、その他の手段により、例えば、操作キーを操作するこ
とにより被写体を選択してもよい。また、予め被写体を画角に合わせるためのガイド枠を
利用して被写体を選択してもよい。
【０１０３】
　なお、本発明は、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラなどのデジタルカメラ
の他、携帯電話機やパーソナルコンピュータなど、撮像機能を備えた装置に適用すること
ができる。
【０１０４】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュー
タ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが
可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からインスト
ールされる。
【０１０５】
　図１３は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１０６】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）１０１，ROM（Read Only Mem
ory）１０２，RAM（Random Access Memory）１０３は、バス１０４により相互に接続され
ている。
【０１０７】
　バス１０４には、さらに、入出力インタフェース１０５が接続されている。入出力イン
タフェース１０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部１０６、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部１０７、ハードディスクや不揮発性のメモリ
などよりなる記憶部１０８、ネットワークインタフェースなどよりなる通信部１０９、磁
気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメデ
ィア１１１を駆動するドライブ１１０が接続されている。
【０１０８】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU１０１が、例えば、記憶部１０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース１０５及びバス１０４を介して、RAM
１０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１０９】
　コンピュータ（CPU１０１）が実行するプログラムは、例えば、磁気ディスク（フレキ
シブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVD(Di
gital Versatile Disc)等）、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアであるリムーバブルメディア１１１に記録して、あるいは、ローカルエリ
アネットワーク、インタネット、デジタル衛星放送といった、有線または無線の伝送媒体
を介して提供される。
【０１１０】
　そして、プログラムは、リムーバブルメディア１１１をドライブ１１０に装着すること
により、入出力インタフェース１０５を介して、記憶部１０８にインストールすることが
できる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部１０９で受信
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し、記憶部１０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、ROM１０２
や記憶部１０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０１１１】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。また、プログラム
は、１のCPUにより処理されるものであっても良いし、複数のCPUによって分散処理される
ものであっても良い。
【０１１２】
　なお、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１１３】
　１１　デジタルカメラ，　１２　レンズ，　１３　撮像部，　１４　表示部，　１５　
外部I/F，　１６　画像処理部，　２１　画像メモリ，　２２　モード設定部，　２３　
タッチ検出部，　２４　被写体枠設定処理部，　２５　追尾被写体認識部，　２６　検出
器切り替え部，　２７　被写体追尾処理部，　２８－１　顔検出器，　２８－２　動物検
出器，　３１　記憶部，　３２　動き検出部，　３３　タッチ許容枠設定処理部，　３４
　タッチ判定部，　３５　認識部

【図１】 【図２】
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